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１．はじめに

　土地区画整理法において、土地区画整理事業とは

公共施設の整備と宅地の利用増進とを同時に行うも

のとして定義されている．その特徴としては、減歩

と換地があげられ、住民のための安全で豊かな生活

を可能とする街づくりを目的として行なわれている．

　しかし、土地区画整理事業に対しては特に住民側

からの様々な批判がある．それらの批判は土地区画

整理事業の理念そのものを否定するものではない．

土地区画整理事業は今後さらに住民意識を考慮し、

優れた街づくり手法として発展させていくことが必

要となる．

　本研究では、豊田市において土地区画整理事業に

関するアンケート調査を行い、そのアンケート調査

を通して豊田市における土地区画整理事業の現状を

把握すること、また住民側が抱いている問題点を浮

き彫りにすることを目的とする．

２．住民意識調査

２．１　調査地区の概要

　調査の対象は、事業終了地区から大林と御幸本町、

事業進行地区から浄水を選んだ．この各地区の選定

にあたっては、表‐1 のようにあえて事業規模（面積、

計画戸数）の大きさにばらつきのある地区を選択す

ることによって事業規模が片寄らないように考慮し

た．

表‐１調査地区の概要

区分 施工年度 面積　(ha)

大林 Ｓ.45～Ｈ.9 67.5
御幸本町 Ｓ.53～Ｈ.8 21.3

浄水 施工中 Ｈ.5～ 155.8

施工済

２．２　調査方法

　調査はアンケート形式とし、配布･回収は戸別訪問

の方法を採用した．調査期間は平成１１年１１月～

平成１２年１月の間である．配布･回収状況を（表‐

２）に示す．

表‐２　　配布･回収状況

配布数 回収数 回収率

大林 １４４ ８６ ６０％

御幸本町 １７６ ６９ ３９％

浄水 １３５ ７１ ５３％

３．単純集計

３．１ 土地区画整理事業に対する満足度

　土地区画整理事業の評価について、「満足」と「ど

ちらかといえば満足」をあわせて満足層とすると、

図－１に示すように３地区とも満足層が過半数を切

っている．特に事業進行地区である浄水では、大幅

に満足層が少なく、不満足層がほぼ半数である．ア

ンケートによると大林、御幸本町による２００坪以

上の土地の所有率が１３％、１８％となるのに対し

て、浄水地区は５８％を占める．浄水地区は戦後、

開拓者たちによって拓かれた街である．

図－１　土地区画整理事業に対する満足度
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図－２　満足度と説明会の参加状況

３．２ 満足度と説明会の参加状況

  図－２は満足度と説明会の参加状況との関係を示

したものである．３地区の合せた評価をみると、満

足層、どちらでもない層、不満足層ともにほぼ１／

３ずつとなっている．説明会への参加状況をみると

評価で満足層と不満足層では７割が参加しており、

どちらでもないと回答している層では５割となって

いる．

　しかし満足層と不満足層の参加状況を見比べても

ほぼ等しいことから説明会へ参加するかしないかに

よることで事業評価に直接結びついているとはいい

難い．

４．数量化Ⅱ類による分析

　外的基準を「満足度」、説明変数を表－３に示す 10

項目とする各地区ごとで数量化Ⅱ類による分析を行

った．説明変数は事前にクラマーのコンティンジェ

ンシィ係数の小さいものを除いている。ここでは浄

水の分析結果について説明する．

　外的基準に最も大きく影響力をおよぼした項目は、

｢自然への配慮｣である．この地区は他の２地区と比

べ緑地が多く、それほど市街化していないため、こ

のような結果となったと思われる．また、次に｢説明

会｣が 2 番目に影響力を与えている．3 番目は事業の

評価であった。

５．まとめ

　すべての住民が賛成し、満足できる事業を行いたいと

いうのであれば、すべての住民の意見を取り入れ、また

すべての住民の人間性を把握して各人にあった条件を

出し、それと同時に他の住民とのバランスも考慮し

し、さらに社会情勢の変化を見通した計画を立てる

ことである．そこでいかに不平等の幅を狭くできる

かが重要となり、また事業全体の現状を説明会など

で事業の重要性を認識してもらった上で住民に情報

を提供し、その上で合意形成していくことが必要で

ある．
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表－3　数量化Ⅱ類による分析
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